
 

平成２９年度 児童生徒行方不明時捜索訓練実施計画 

平成 29年 4月 20日（木）１１：００～１１：４０ 

 

 

 

 

 

 

（    ）先生は、自分が担当している○○さん【寄宿舎の○○先生】が見当たらないこ

とに気づき、付近を捜す。見つからないので、校内放送をする。（緊急放送①をする。） 
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次
捜
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（
五
分
～
二
０
分
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

捜索班の先生 

「訓練。訓練。連絡します。【中学部】【１】年の 【    】さん。

【教室】に戻って下さい。」（２回繰り返す）…緊急放送① 

緊急放送①から次の動きになる。 

・校内捜索開始。 

・捜索班の先生は担当場所の捜索をし、 

５分を目安に本部（職員室）【小１８、中１９、高２０、つながらないとき

は１７（教頭先生の前）】に連絡する。 

※＜捜索職員及び場所一覧表＞を参照 

・学部主事、生活安全部長、管理職等は本部に集合する。 

・見つかった場合は、見つけた職員または、連絡できる職員が本部

に連絡する。 

捜索班以

外の教師

は児童・生

徒の安全、

行動監督

に努める。 

二
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三
次
捜
索 

（
二
０
分
～
一
時
間
以
内
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
時
間
以
上
） 

 

「訓練。訓練。連絡します。二次捜索をします。捜索班の先生方は、

本部（玄関）に集まって下さい。」（２回繰り返す） 

緊急放送②から次の動きになる。 

校外捜索開始。 

捜索班の先生は携帯電話を準備し、 

本部（玄関）へ集合し、校外捜索の準備をして校外捜索に入る。 

１０分を目安に捜索の状況を各学部主事、寮務主任の携帯電話に連

絡する。連絡が付かない場合は、管理職の携帯番号に電話する。 

※No3＜捜索職員及び場所一覧表＞を参照 

 

※発見の連絡があったら 

「訓練。訓練。○時○分頃○○で無事発見されました。捜索班が帰

校するまで、もうしばらく安全を確保しながら待って下さい。」 

※職員の帰着を確認後 

「捜索班が無事帰校しました。地域のみなさん、ご協力ありがとうござい

ました。これで訓練を終わります。通常の活動をお願いします。」 

 

緊急放送③から第３次捜索になる。（今回は行わない） 

本部から連絡を聞き、捜索を続ける。 

目的 

１．授業時における捜索訓練の職員の動き方を確認する。 

２．捜索ルート及び捜索ポイントの確認、場所の詳細、スムーズな動きについて情報交換

をし、よりよい捜索の動きを検討し改善していく。 

ひと通り捜索し

てから連絡 

職員室に連絡 

１０分を目安

に学校に連絡 

※携帯電話をお

忘れなく。 


